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３５０年の時を経て、
みんなで受け継ぐ文化遺産
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きん
祭・み

ん祭・やりん祭

●ステージイベント
保育園・幼稚園演技、ゆう銭壺太鼓演奏、
由宇中学校吹奏楽演奏、笠塚神楽舞、潮
風ボディコンテストなど
●イベント
魚のつかみ取り、スワンボート乗船会、
ふわふわドーム、海上保安庁の巡視艇放
水、消防団による多機能車両の紹介、海
産物・農産物販売、フリーマーケットな
ど
●花火大会　１９時～
※天候不順の場合、22日㈰19時～に順延
予定

ＹＯＵ・ゆう・フェスタ2023ＹＯＵ・ゆう・フェスタ2023

美和サンチャロウまつり美和サンチャロウまつり
11月５日㈰ ８時30分～　小雨決行11月５日㈰ ８時30分～　小雨決行
場所：弥栄湖スポーツ公園（黒沢グラウンド）周辺場所：弥栄湖スポーツ公園（黒沢グラウンド）周辺

今秋の前半に行われる秋祭りの情報です。今秋の前半に行われる秋祭りの情報です。
後半のお祭りは11月１日号に掲載します。後半のお祭りは11月１日号に掲載します。

みちゃろう芸能大会
秋まるごとくうちゃろうコーナー
あるいちゃろう10,000歩ラリー大会
こうちゃろう物産展
つくっちゃろう ( ふれあい広場）ほか
パークゴルフ打っちゃろう会
弥栄ダム見学会、パネル展示コーナー

問美和サンチャロウまつり実行委員会☎（96）0132
　美和総合支所地域振興課☎（96）1111

問ＹОＵ・ゆう・フェスタ実行委員会☎（63）0753
　由宇総合支所地域振興課☎（63）1111　
※駐車場は㈱キーレックスグラウンド、由宇文化スポーツセン
ター第一駐車場
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表紙の説明

 10月１日は錦帯橋の日

　錦帯橋は今年、創建350年を
迎えました。岩国市議会では、市
民が錦帯橋の存在を再認識し、そ
の歴史と伝統を後世に継承してい
く機運を醸成するため、錦帯橋の
創建の日として有力とされる10月
１日を「錦帯橋の日」とすること
を全会一致で可決しました。
　10月１日は、錦帯橋創建350
年をお祝いするとともに、市民の
宝を未来に継承していく日にして
いきましょう。

10月21日㈯ ９時～　小雨決行　10月21日㈯ ９時～　小雨決行　
場所：潮風公園みなとオアシスゆう場所：潮風公園みなとオアシスゆう
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祭・み

ん祭・やりん祭
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＜子ども広場（麻里布町第３街区公園）＞
10時～15時
きん祭！ みん祭！ ぼくら岩国っ子！　　
ダンスパフォーマンス
ビンゴブース
岩短ブース
出店ブース
縁日ブース

＜そのほかの会場＞
軽トラ新鮮組！〈中通りアーケード〉
巨大「楽」書きコーナー〈中通りアーケード〉
けんせつきかい体験コーナー〈子ども広場横〉

至和木駅
岩国駅

市民ふれあい広場・お祭り広場

車両通行止め・自転車乗り入れ禁止（9時30分～17時30分）

子ども
広場

〶

西京銀行

イベント・出店広場

※臨時駐車場は麻里布小学校グラウンド（台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関を利用してください）
※各イベントの内容・時間・場所は変更の可能性があります

会場周辺図 会場拡大図

秋 祭 り 特 集秋 祭 り 特 集
第67回 岩 国 祭第67回 岩 国 祭
10月14日㈯ 、15日㈰　場所：岩国駅周辺10月14日㈯ 、15日㈰　場所：岩国駅周辺

●10月14日㈯10月14日㈯
＜麻里布町第３街区公園＞
チャリティ包丁研ぎ　10時～11時30分
＜白崎八幡宮＞
岩国祭振興祈願祭　11時～11時30分
ちびっこ相撲大会　13時～17時
＜岩国市民文化会館大ホール＞
芸能大会　17時～（全席自由）
岩国太鼓　17時10分～17時30分

●10月15日㈰10月15日㈰
＜市民ふれあい広場・お祭り広場（国道188号）＞
９時30分～16時
オープニングセレモニーくす玉割り
吹奏楽パレード＆吹奏楽演奏会
岩国マリフェスタ
フリーマーケット　
消防広場
白蛇神事とご神幸
市民総踊り（しろへび演武）
開運しろへび餅まき
＜イベント・出店広場＞
10時～15時
制服・記念撮影・PR コーナー（岩国警察署、ANA）
ひかりコンサート

問岩国商工会議所☎（21）4201、商工振興課☎（29）5110



ちかくにいわくにフェス

り
、市
内
か
ら
の
参
加
だ
け
で
な
く
、

空
港
利
用
者
も
足
を
止
め
、
会
場
は

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
人
は
、「
鵜
飼
の
実
演

が
見
れ
た
り
、
岩
国
に
ま
つ
わ
る
怪

談
が
聞
け
た
り
し
て
、
真
夏
の
暑
さ

も
忘
れ
る
く
ら
い
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
岩
国

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
岩
国
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

☎（
29
）５
０
１
２

空
港
で
岩
国
の
魅
力
を
P
R

　
８
月
19
日
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
で

「
ち
か
く
に
い
わ
く
に
フ
ェ
ス
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
１
５
０
０
人
が
訪
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
県
東
部
７
市
町
の
特

産
品
が
並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
や
A
N
 A 

の
制
服
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
特
別

天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
生
体
展
示
、
鵜う

飼
体
験
な
ど
多
く

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
岩
国
Y
O
K
A
I
キ
ャ
ッ

チ
ラ
リ
ー
」
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
妖
怪
に
仮
装
す
る
コ
ス
プ
レ

大
会
や
落
語
家
の
怪
談
話
な
ど
も
あ

来場者が自分なりの妖怪を描いた百鬼夜行の大絵図

１. 市の特産品を買い求める来場者
２.鵜匠によるえさやり実演の様子
３.岩国短期大学の学生が市のPRを手
伝った
４.推定年齢80歳のオオサンショウウオ
に多くの人が足を止めた
５.鵜匠の格好をしたはあすちゃんと
記念撮影する親子　
６.岩国城下町で語られていた怪談話
を披露する落語家のハイジさん
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８
月
10
日
、
市
役
所
で
い
わ
く
に

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
市
内
企
業
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
求
職
者
と
、
市
内
企

業
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、

市
主
催
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

対
象
は
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
、

U
J
I
タ
ー
ン
の
就
職
希
望
者
、

就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
求
職
中

の
人
な
ど
で
、
幅
広
い
就
職
希
望

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
46
社
の
企
業
が
ブ
ー
ス

岩
国
の
地
で
企
業
と
人
を
つ
な
ぐ

を
設
け
、
就
職
希
望
者
に
企
業
概
要

や
業
務
内
容
の
説
明
を
し
た
り
、
就

職
希
望
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
就
職
希
望
者
は
「
市
内

で
直
接
、
企
業
の
こ
と
を
詳
し
く
聞

け
る
機
会
は
貴
重
で
す
。
次
回
も
こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
地
元
の
企
業
と

岩
国
で
働
き
た
い
人
材
を
つ
な
ぐ
機

会
を
創
出
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
☎（
2９
）５
１
１
０個別ブースでは、業務内容や労働環境などについて、

活発な意見交換がされていた

会場には、多様な業種の企業ブースが設けられ、64
人の就職希望者が参加した

いわくに企業合同就職フェア

　
８
月
18
日
と
25
日
、
海
上
自
衛
隊

岩
国
航
空
基
地
で
こ
ど
も
飛
行
艇
教

室
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
中
学
生
38

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
海
上
自
衛
隊
の
協
力

の
下
、
次
代
を
担
う
中
学
生
を
対
象

に
、
飛
行
艇
の
歴
史
や
特
性
、
部
隊

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
学
び
、
搭
乗

体
験
を
通
し
て
、
飛
行
艇
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
自
衛
隊
員
か
ら
、
飛
行
艇

は
水
陸
の
両
方
で
離
発
着
で
き
、
海

難
事
故
発
生
時
の
救
助
活
動
な
ど
を

目
的
に
、
国
内
で
唯
一
岩
国
航
空
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
実
際
に
飛
行

艇
U
S

－

２
に
搭
乗
し
、
水
面
へ
の

迫
力
あ
る
離
着
水
を
４
回
体
験
し
ま

し
た
。
ま
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

で
は
、
操
縦
桿か
ん
を
握
っ
て
離
着
水
の

操
作
な
ど
を
行
い
、
飛
行
艇
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
市
は
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

飛
行
艇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）整
備

の
機
運
を
醸
成
し
、
誘
致
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
☎（
2９
）５
０
１
３

体
験
を
通
し
て
飛
行
艇
を
知
る

自衛隊員が訓練で使用しているUSー２シミュレータ
ーを操作することで、緻密な操縦の難しさを学んだ

参加者は実際の飛行艇の大きさに圧倒され、海面へ着
水する際の振動や水しぶきに驚いていた

こども飛行艇教室2023
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ま

い
るSmile
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Vol.171
川畑　道子さん
（砂山町在住）

　平成26年から市民団
体「錦帯橋を世界文化
遺産に推す会」の会長
を務める。
　香りを楽しみながら
香道の知識と作法を教
える香道泉山御流の正
師範の資格も持つ。

ロータリークラブなど講演の依頼を受け、錦帯橋
の歴史や魅力を伝える川畑さん

　
桜
や
鵜
飼
、
も
み
じ
や
雪
化
粧
な
ど
そ
の

ど
れ
も
が
美
し
く
四
季
を
通
じ
て
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
錦
帯
橋
と
話
す
の

は
川
畑
道
子
さ
ん
で
す
。

　
川
畑
さ
ん
は
高
校
時
代
、
通
学
路
と
し
て

錦
帯
橋
を
渡
っ
て
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

「
特
に
雪
の
日
の
錦
帯
橋
は
滑
る
ん
で
す
よ
。

滑
ら
な
い
よ
う
に
渡
る
の
は
本
当
に
大
変
で

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
錦
帯
橋
の「
平
成
の
架
替
」後
、市
内
で「
錦

帯
橋
を
世
界
遺
産
に
」
と
の
産
声
が
上
が
り

始
め
る
と
、
川
畑
さ
ん
も
「
錦
帯
橋
を
世
界

遺
産
に
で
き
た
ら
」
と
の
思
い
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
26
年
、
錦
帯
橋

を
世
界
文
化
遺
産
に
推
す
会
が
設
立
さ
れ
る

際
に
は
、
川
畑
さ
ん
は
会
長
に
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
会
長
に
指
名
さ
れ
た
時
は
、
あ
ま
り

の
大
役
に
一
旦
は
断
っ
た
と
言
う
川
畑
さ
ん
。

こ
ま
で
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
私
も
そ
う
で
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
錦
帯
橋

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
聞
か
れ
る
と
、
意

外
と
詳
し
く
答
え
ら
れ
な
い
。
大
半
の
市
民

の
人
に
と
っ
て
、
錦
帯
橋
は
あ
っ
て
当
た
り

前
な
ん
で
す
と
話
す
川
畑
さ
ん
。

　
川
畑
さ
ん
は
多
く
の
人
に
錦
帯
橋
の
歴
史

を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
、
郷
土
愛
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
と
言
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の
市
民
団

体
と
協
力
し
て
市
内
の
学
生
に
錦
帯
橋
を

テ
ー
マ
と
し
た
短
歌
、
書
道
な
ど
を
通
じ
て
、

郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
錦
帯
橋
は
先
人
た
ち
の
知
恵
と
長
き
に

わ
た
り
技
術
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
遺
産

で
、
今
年
で
創
建
３
５
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
機
運

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
優
し

い
笑
顔
で
、
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
関
係
者
や
吉
川
家
か

ら
の
説
得
も
あ
り
引
き
受
け
る

こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

　
「
推
す
会
で
は
、
の
ぼ
り
旗

の
配
布
や
冊
子
の
作
成
な
ど
で

P
R
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

県
や
市
へ
の
粘
り
強
い
交
渉
の

結
果
、
官
民
一
体
で
世
界
遺
産

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

環
境
も
整
っ
て
き
ま
し
た
。
多

く
の
団
体
や
企
業
、
関
係
者
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
こ

川畑さんが委員として参加した錦帯橋世界
文化遺産登録推進協議会の様子

当
た
り
前
の
錦
帯
橋
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

生徒に香道の作法を教える川畑さん（写真
左）



周防祖生の柱松
　８月15日・19日に、周東町祖生の中村・
山田地区で「周防祖生の柱松」が４年ぶ
りに本来の形で開催されました。
　牛馬の安全祈願を由来として、今では
五穀豊穣や無病息災を願うこの伝統行事
は、３００年近く行われており、国の重
要無形民俗文化財に指定されています。
　多くの思いが込められたたいまつが鉢
を目掛けて投げ上げられ、点火すると来
場者から歓声が沸きあがっていました。

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ
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まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

待望の開催！美川サマーフェスティバル
　８月５日、美川町の出合親水公園で４年ぶりに「美川サマー
フェスティバル」が開催されました。アユ・ヤマメのつかみ取
りや丸太切り大会、西アフリカ太鼓体験などのコーナーや出店
が数多く並びました。美川町の名物を堪能しようと、各コーナー
は朝早くから行列ができ、多くの家族連れでにぎわいました。

　８月３日、周東町の緑町小森集
会所でこどもみそづくり講座が開
催されました。最初にクイズ形式
の講話が行われ、みその歴史や健
康との関わりを学んだ後、児童ら
は麦こうじ、塩、大豆を一生懸命
混ぜて2㎏のみそを仕込みました。
この講座は夏休みの自由研究にも
でき、参加者はみそづくり博士に
なれたようです。

楽しく学んで！
おいしいみそづくり

　７月21日～８月４日の４日間、錦町でわんぱくトレインが開
催され、小学生１７７人が、錦川清流線で錦町を訪れました。
　錦川で川遊びやボートを楽しんだり、地元神楽の鑑賞や竹を
使った水鉄砲を作って遊んだりと、自然や伝統に触れながら参
加した子供たちは交流を深めました。

自然を満喫！わんぱくトレイン！

　８月2０日、広島東洋カープ由宇
練習場一塁側広場で、開設３０周年
記念イベントが開催されました。
　夏休み中の子供たちに楽しんで
もらおうと、カープの賞品がもら
えるミニゲームや、氷菓子の配布
が行われました。グッズ販売や展
示もあり、市内外から来たカープ
ファンや親子連れでにぎわい、特
別な一日となりました。

由宇練習場で
記念イベント

8
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　８月28日、藤生荷さばき場（エ
フベース）で、夏休み親子市場見
学会が開催されました。
　参加者は、初めにさまざまな食
中毒予防の講話を受けたり、正し
い手洗いを実践したりした後、エ
フベースの発泡魚箱置場や荷さば
き場を見学しました。　
　子供たちは、いけすの中で泳ぐ
魚を見て目を輝かせていました。

市場の仕組みを学ぶ

　８月21日、玖珂町鞍掛そばの会
の会員によるそばの種まきが開催
されました。
　昨年までは機械による種まきで
したが、今年は３年ぶりに会員参
加による種まきを行うことができ
ました。晴天に恵まれ暑い中での
作業となりましたが、参加者は久
しぶりの作業に汗をかきながら、
楽しく種まきをしていました。

久しぶりの
そばの種まき

　８月27日、ハーモニーみわで岩国民俗芸能まつりが開催され
ました。岩国市内にある民俗芸能保存会のうち12団体が出演し、
各団体はその地域に受け継がれてきた民俗芸能を披露しました。
　各団体の太鼓演奏や神楽の舞など迫力ある演技で会場は一日
中盛り上がり、来場者はその演技に目を奪われていました。

民俗芸能を未来に引き継ぐために

４年ぶりに開催！本郷夏まつり！
　８月1０日、本郷交流広場を中心に本郷夏まつりが開催されま
した。こども神輿が威勢の良い掛け声で街を練り歩き、ステー
ジでは、ほんごう保育園児の踊りや山代神楽本谷保存会による
迫力のある八

やまたのおろち
岐大蛇の演舞が披露されました。夜には多くの大

輪の花火が打ち上がり、会場からは歓声が上がっていました。
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[204]

な
る
ほ
ど

健
康
教
室

「
盲も
う
ち
ょ
う腸」
っ
て
何
？

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

子供が喜ぶ一品

あじのつみれ揚げ

　
「
急
性
虫ち
ゅ
う
す
い
え
ん

垂
炎
」
と
言
わ
れ
て
ピ
ン
と
こ

な
い
人
も
、「
盲
腸
」
と
い
う
言
葉
な
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
盲
腸
は
腹
痛
の
中
で
最
も
頻
度
の
高
い
疾

患
の
一
つ
で
す
。
全
て
の
年
齢
で
起
こ
り
ま

す
が
、
10
～
20
歳
代
に
最
も
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
右
下
腹
部
の
、
小
腸
が
終
わ
り
大
腸
が
始

ま
る
部
分
に
、
盲
腸
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
あ

り
、
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
紐
状
の
突
起
物

を
「
虫
垂
」
と
呼
び
ま
す
。
虫
垂
が
細
菌
に

感
染
し
た
り
、
糞ふ
ん
せ
き石
と
呼
ば
れ
る
硬
い
便
に

よ
っ
て
閉
塞
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
虫
垂
に

炎
症
が
生
じ
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
19
世
紀
ま
で
は
「
盲
腸
炎
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
死
亡
率
が
60
％
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

１
８
８
６
年
、
米
国
の
フ
ィ
ッ
ツ
医
師
が
、

虫
垂
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

「
虫
垂
炎
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
死
亡
率
も
低
下
し
ま
し
た
。
俗
称

の
「
盲
腸
」
は
こ
の
歴
史
的
呼
称
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

　
虫
垂
は
右
下
腹
部
に
あ
り
ま
す
が
、
初
期

症
状
は
不
思
議
と
心し

ん
か
ぶ
窩
部（
み
ぞ
お
ち
）痛
が

多
い
で
す
。
時
間
経
過
と
と
も
に
、
痛
み
が

だ
ん
だ
ん
と
右
下
腹
部
に
移
動
し
て
き
ま
す
。

軽
度
の
虫
垂
炎
の
場
合
は
、
右
下
腹
部
を
押

し
た
ら
痛
む
程
度
で
す
が
、
ひ
ど
く
な
る
と
、

歩
行
時
に
お
腹
が
響
い
た
り
、
お
腹
全
体
が

痛
く
な
っ
た
り
、
発
熱
を
来
し
ま
す
。

　
治
療
に
は
、
薬
物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
緊
急
手
術
を
行
う
代

表
的
な
疾
患
で
、
虫
垂
は
切
除
し
て
も
大

き
な
影
響
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
免
疫
や
腸
内
環
境
に
虫
垂

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
軽
症
で
あ
れ
ば
切
除
を
せ

ず
、
薬
物
療
法
に
よ
る
治
療
の
み
を
行
う
場

合
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
場
合
で
も
、
一
定
の
割
合
で
再
発
す

る
た
め
、
最
終
的
に
手
術
で
の
切
除
を
選
択

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
虫
垂
炎
は
、
時
間
と
と
も
に
症
状
が
重
く

な
り
ま
す
。
治
療
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良

く
、
体
へ
の
負
担
も
減
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
初
期
の
場
合

は
、
腹
痛
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
受
診
後
も
症
状
が
治
ま
ら
な

い
場
合
は
、
再
度
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

【
岩
国
市
医
師
会
】

●エネルギー 285kcal/人　●食塩相当量 0.7g/人

材料（２人分）

⑤④を4等分にして、青シソにはさむ。
⑥フライパンに油を入れ、シシトウガラシ、パプリ
　カを素揚げする。
⑦⑤を表面がカリッとなるまで揚げる。
⑧皿に盛り付けサニーレタス、レモンを添える。

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①ショウガはみじん切り、青ネギは小口切りにする。
②シシトウガラシに切り込みを入れる。パプリカは
　8等分にし、レモンはくし形に切る。
③アジは３枚におろし、皮、小骨を除いてぶつ切り
　にし、さらに包丁でたたく。
④ボウルに①、③、Ａを加えよく混ぜる。

・アジ…中2～３尾　　　　　・片栗粉…大さじ１
・パプリカ…1/2個　　　　　　　　　　　・卵…1/2個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・青ネギ…2本　　　　　　　・塩…少々
・シシトウガラシ…4本　　　・揚げ油…適量
・サニーレタス…20g　　　　　　　　　
・青シソ…8枚
・レモン…1/4個
・ショウガ…1/2個

作り方
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
　
　
　
料
金
を
助
成
し
ま
す

　
接
種
期
間　
10
月
１
日
㈰
～
令
和
６
年
２
月

29
日
㈭

※
12
月
ご
ろ
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す

※
希
望
者
は
事
前
に
各
医
療
機
関
に
問
い
合

令
和
６
年
版
山
口
県
民
手
帳
を

販
売
し
ま
す

　
令
和
６
年
版
山
口
県
民
手
帳
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
手
帳
は
11
月
上
旬

以
降
に
、
代
金
と
引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま

す
。

価
格　
６
６
０
円

大
き
さ　
縦
14
㎝
×
横
８
㎝

掲
載
内
容　
統
計
資
料
、
生
活
便
覧
な
ど

申
問
電
話
で
、
政
策
企
画
課
☎（
29
）５
０
２

２
、
総
合
支
所
、
支
所

山
口
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
全
て

の
労
働
者
に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払

わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
高
齢
者

対
象　
接
種
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

〇
満
65
歳
以
上
の
人　

〇
満
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
ま
た
は

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
の

あ
る
人　

〇
満
60
～
64
歳
で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
の
あ
る
人

自
己
負
担
額　
１
４
9
０
円
（
生
活
保
護
受

給
者
お
よ
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
該

当
の
人
は
無
料
）

接
種
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
が
証
明
で

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、

市
が
委
託
し
た
医
療
機
関
で
接
種

●
子
供

対
象　
接
種
日
に
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

生
後
６
カ
月
～
15
歳
（
中
学
生
）

自
己
負
担
額　
接
種
料
金
か
ら
助
成
金
２
５

０
０
円
を
引
い
た
額
（
医
療
機
関
に
よ
り
料

金
が
異
な
り
ま
す
）

助
成
回
数　
〇
生
後
６
カ
月
～
12
歳
＝
２
回

〇
13
歳
～
15
歳
（
中
学
生
）
＝
１
回　

接
種
方
法　
対
象
者
の
健
康
保
険
証
を
持
参

し
、
市
が
委
託
し
た
医
療
機
関
で
接
種

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
者
も
労

働
者
も
最
低
賃
金
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

最
低
賃
金　
９
２
８
円
／
時
間
（
効
力
発
生

日
＝
令
和
５
年
10
月
1
日
～
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
山
口
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
７
２

岩
国
労
働
基
準
監
督
署
☎（
24
）１
１
３
３

水
道
管
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す

日
時
　
10
月
２
日
㈪
～
令
和
６
年
３
月
29
日

㈮　
９
時
～
17
時
、
21
時
～
３
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

調
査
区
域　
由
宇
地
区
、
玖
珂
地
区
、
周
東

地
区
、
美
和
地
区
、
美
川
地
区
、
本
郷
地
区
、

錦
地
区

調
査
箇
所　
家
庭
の
止
水
栓
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
周
辺
、
道
路
下
に
埋
設
の
水
道
管

受
注
者　
㈱
テ
ス
コ
ム

※
調
査
員
は
水
道
局
発
行
の
腕
章
を
着
け
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

問
水
道
局
工
務
課
維
持
管
理
室

☎（
22
）１
１
９
８

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。

お
知
ら
せ

ホームページ

手帳イメージ
（表紙はリバーシブル）

11 2023.10.1



山
口
県
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業

　
山
口
県
で
は
、
肥
料
の
価
格
高
騰
分
の
一

部
費
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

〇
県
内
に
住
所
を
有
し
、
県
内
で
作
物
の
生

産
販
売
を
行
う
農
業
者　

〇
10
ア
ー
ル
（
施
設
花
き
は
2
ア
ー
ル
）
以

上
の
作
付
面
積
を
有
す
る
人

〇
令
和
6
年
度
も
営
農
を
継
続
予
定
の
人

申
請
期
間　
10
月
31
日
㈫
ま
で

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
Ｊ
Ａ
山
口
県
岩
国
統
括
本
部
指
導
販
売

課
☎（
28
）６
３
１
８
、
農
林
振
興
課
☎（
29
）

５
１
１
３
、
総
合
支
所
農
業
担
当
、
岩
国
農

林
水
産
事
務
所
農
業
部
☎（
29
）１
５
６
２

都
市
計
画
変
更
案
の
説
明
会
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
都
市
計
画
の
変
更
案
に
関
す
る
説
明
会
お

よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
変
更
す
る
都
市
計
画

①
岩
国
都
市
計
画
下
水
道
（
岩
国
市
公
共
下

宛
先　
〒
７
４
０
―
８
５
８
５　
今
津
町
一

丁
目
14
―
51　
岩
国
市
都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎（
29
）５
１
６
１

火
災
時
の
防
災
行
政
無
線
屋
内

受
信
機
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

を
廃
止
し
ま
す（
旧
岩
国
市
）

　
現
在
、
火
災
発
生
時
に
、
防
災
行
政
無
線

屋
内
受
信
機
（
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ジ
オ
な
ど
）
に

よ
る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
15
日
か
ら
、
旧
岩
国
市
の
み
廃
止
し
ま

す
。
屋
外
無
線
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
吹
鳴

し
ま
す
。
火
災
情
報
は
、
岩
国
市
市
民
メ
ー

ル
・
岩
国
市
民
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
☎（
34
）０
０
１
９

浄
化
槽
は
適
正
に

　
　
　
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚

水
を
処
理
す
る
装
置
で
す
。
適
切
な
維
持
管

理
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
放
流
水
の
水
質
が
悪

化
し
、
悪
臭
や
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
と
な

り
、
周
辺
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
使
用
す
る
場
合
、
次
の
こ
と
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
守
点
検　
浄
化
槽
を
良
好
な
状
態
に
維

持
す
る
た
め
に
は
、
機
械
の
点
検
・
調
整
や

消
毒
剤
の
補
充
な
ど
が
必
要
で
す
。
山
口
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守
点
検
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

●
清
掃　
浄
化
槽
を
使
用
す
る
と
汚
泥
な
ど

が
溜
ま
り
ま
す
。
汚
泥
の
清
掃
は
、
市
の
許

可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い

●
法
定
検
査　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
判
断
す
る
検
査
で
す
。
山
口
県
知
事
の
指

定
検
査
機
関
で
あ
る（
一
社
）山
口
県
浄
化
槽

協
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）１
５
２
８

10
月
は

　
　
木
材
利
用
促
進
月
間
で
す

　
木
を
利
用
し
た
り
、
暮
ら
し
に
取
り
入
れ

た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
岩
国
市
産
の
木
材
で
住
宅
を
建
て
る
と
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
市
内
に
岩
国
市
産
の
木
材
を
使
用
し
た
一

戸
建
て
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
人

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　
住
宅
一
戸
当
た
り
20
万
円

水
道
の
排
水
区
域
の
変
更
、
ポ
ン
プ
場
廃
止

＝
多
田
、
御
庄
）

②
岩
国
南
都
市
計
画
下
水
道
（
岩
国
市
公
共

下
水
道
の
排
水
区
域
の
変
更
）

③
岩
国
南
都
市
計
画
下
水
道
（
岩
国
市
流
域

関
連
公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
の
変
更
）

●
素
案
の
閲
覧

　
都
市
計
画
変
更
に
関
す
る
素
案
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　
10
月
2
日
㈪
～
30
日
㈪

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

場
所　
都
市
計
画
課

●
説
明
会

日
時　
10
月
８
日
㈰　
10
時
30
分
～

場
所　
市
民
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

●
公
聴
会

　
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
申
し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

日
時　
10
月
30
日
㈪　
14
時
～

場
所　
市
役
所　
４
階
会
議
室
41
・
42

提
出
期
間　
10
月
2
日
㈪
～
23
日
㈪（
必
着
）

※
同
趣
旨
の
意
見
を
持
つ
人
が
多
い
場
合
は

公
述
人
を
選
定
し
ま
す

※
公
述
時
間
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
傍
聴
希
望
者
が
多
い
場
合
、
入
場
を
制
限

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
対
象
と
な
る

都
市
計
画
、
意
見
の
要
旨
、
理
由
を
記
載
し

た
書
面
を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
都
市
計
画

課
へ

ホームページ
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●
岩
国
市
産
の
間
伐
材
の
出
荷
の
経
費
を
補

助
し
ま
す

　
岩
国
市
産
の
間
伐
材
を
岩
国
木
材
セ
ン
タ

ー
へ
出
荷
す
る
人
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　
原
木
材
積
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
２
千
円

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
５

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
デ
ー
に
錦
帯

橋
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　
臓
器
移
植
の
普
及
・
推
進
を
図
る
た
め
、

県
内
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
建
物
が
移
植
医
療

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
岩
国
市
で
は
錦
帯
橋
を
グ
リ
ー
ン
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　
10
月
16
日
㈪　
日
没
～
22
時

問（
公
財
）や
ま
ぐ
ち
移
植
医
療
推
進
財
団

☎
０
８
３（
９
３
２
）０
７
４
３

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
11
月
１
日
時
点
の

｢
２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま

す
。
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
漁
業
の
現
状
を
知

所
、
支
所
、
出
張
所
、

㈱
ア
イ
・
キ
ャ
ン
☎（
22
）５
６
７
８

市
政
に
関
す
る
資
料
が
閲
覧
で

き
ま
す

　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
に
あ
る
｢
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
市
の
総
合
計
画
な
ど
の

各
種
計
画
、
予
算
書・決
算
書
、
条
例・規
則
、

議
会
の
会
議
録
な
ど
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
用
の
パ
ソ
コ
ン
も

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎（
29
）５
０
３
1

岩
国
市
長
選
挙

　
　
　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
令
和
６
年
１
月
28
日
執
行
予
定
の
岩
国
市

長
選
挙
の
立
候
補
届
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
関
係
者

※
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
、
本
人
を
含

め
３
人
以
内

日
時　
11
月
14
日
㈫　
13
時
30
分
～
16
時

（
受
付
開
始
＝
13
時
）

場
所　
市
役
所　
４
階
会
議
室
41
・
42

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要
な

書
類
を
配
付
し
ま
す

り
将
来
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
内
容
は
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け

に
使
わ
れ
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
☎（
29
）５
０
２
２

防
災
行
政
無
線
の
屋
内
受
信
機

（
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ジ
オ
）の
設
置

　　
災
害
時
に
避
難
指
示
な
ど
の
防
災
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
屋
内
受
信
機
（
ケ
ー
ブ
ル
ラ

ジ
オ
）
を
設
置
し
ま
す
。
設
置
を
希
望
す
る

世
帯
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
台
数　
２
０
０
台
（
先
着
順
）

※
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ジ
オ
の
設
置
費
は
原
則
無
料

※
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
状
況
に
よ
っ
て
は
設

置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
12
月
22
日
㈮

申
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

危
機
管
理
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所

ま
た
は
㈱
ア
イ
・
キ
ャ
ン
へ

問
危
機
管
理
課
☎（
29
）５
１
１
９
、
総
合
支

●
直
接
請
求
の
禁
止

期
間　
12
月
11
日
㈪
～
令
和
６
年
1
月
28
日

㈰※
こ
の
期
間
は
、
直
接
請
求
の
署
名
を
集
め

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
29
）５
２
４
０

募
集

　
岩
国
市
み
ん
な
の
夢
を
は
ぐ
く

む
交
付
金
の
追
加
募
集

　
自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
含
む
）
が
令
和
5
年
度
中
（
申
込
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
内
）
に
行

う
営
利
を
目
的
と
し
な
い
自
主
的
な
公
益
活

動
に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間　
10
月
24
日
㈫
ま
で

申
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

地
域
づ
く
り
推
進
課
、
総
合
支
所
地
域
振
興

課
、
各
支
所
、
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
へ

問
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎（
29
）５
0
1
5
、

い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
30
）

９
０
３
０
、
総
合
支
所
、
支
所

屋内受信機

ホームページ
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職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

●
医
療
・
調
剤
事
務
科
（
託
児
付
き
）

日
時　
11
月
30
日
㈭
～
令
和
６
年
３
月
29
日

㈮場
所　
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院　
岩
国
教
室

定
員　
20
人

内
容　
医
療
機
関
や
薬
局
で
働
く
た
め
の
知

識
や
技
能
・
Ｐ
Ｃ
操
作
や
接
遇
マ
ナ
ー
を
身

に
着
け
る

料
金　
２
万
６
千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
検
定
受
験
料
２
万
５
千
円
程
度
は
別
途
必

要募
集
期
間　
10
月
6
日
㈮
～
11
月
６
日
㈪

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎（
21
）３
２
８
１

男
女
共
同
参
画
川
柳
の
募
集

　
学
校
や
家
庭
、
職
場
な
ど
で
男
女
が
協
力
、

活
躍
す
る
様
子
や
｢
男
だ
か
ら
、女
だ
か
ら
」

と
い
う
こ
と
で
感
じ
て
い
る
疑
問
、｢
こ
う

だ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
、
５
・
７
・
５
の
川
柳
で
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
人

※
１
人
10
点
ま
で
（
自
作
、未
発
表
の
も
の
）

※
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す

表
彰　
○
一
般
の
部　
最
優
秀
賞
１
点
＝
賞

第
３
回
い
わ
く
に
景
観
賞

　
地
域
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
で
撮
影
さ

れ
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
｢
自
然
景
観
部
門
」｢
建
造
物
・
ま
ち
な
み

景
観
部
門
」｢
く
ら
し
の
景
観
部
門
」
の
３

部
門
を
設
け
、
景
観
賞
を
選
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
11
月
15
日
㈬

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
市
役
所
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

図
書
館
に
備
え
付
け
の
募
集
チ
ラ
シ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

申
問
景
観
整
備
課
☎（
29
）５
１
６
２

２
申

試
験任

期
付
職
員（
科
学
セ
ン
タ
ー

職
員
）

受
験
資
格　
①
地
学
・
生
物
分
野
＝
昭
和
53

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人　
○
地
学
・
生
物
に
精
通

し
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
こ
れ

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
み
、
短
期

状
、
賞
金
１
万
円　
優
秀
賞
１
点
＝
賞
状
、

賞
金
５
千
円　
入
選
３
点
程
度
＝
賞
状
、
図

書
カ
ー
ド
千
円
分　

〇
学
生
の
部　
最
優
秀
賞
１
点
＝
賞
状
、
図

書
カ
ー
ド
３
千
円
分　
優
秀
賞
１
点
＝
賞
状
、

図
書
カ
ー
ド
２
千
円
分　
入
選
３
点
程
度
＝

賞
状
、
図
書
カ
ー
ド
千
円
分　

発
表　
本
人
に
通
知
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
住
所
（
町
名
）
ま
た
は
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
を
掲
載
し
ま
す

※
ペ
ン
ネ
ー
ム
可

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
11
月
27
日
㈪

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
在
学
中
の
人
は
学
校

名
・
学
年
、
電
話
番
号
、
川
柳
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
し
く
は
直

接
、
男
女
共
同
参
画
室
へ

※
様
式
は
自
由
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応

募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

joseigyo@
city.iw

akuni.lg.jp

問
男
女
共
同
参
画
室
☎（
29
）５
３
４
０　

FAX（
21
）１
６
６
０

大
学
を
除
く
）も
し
く
は
大
学
院
を
卒
業（
修

了
）し
た
人
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
卒
業（
修

了
）見
込
み
の
人　

○
中
学
校
普
通
教
員
免

許
（
理
科
）
を
有
す
る
人
（
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

②
物
理
・
化
学
分
野
＝
昭
和
53
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人　
○
物
理
・
化
学
に
精
通
し
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
こ
れ
と
同
等
と
認

め
ら
れ
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大
学
を
除

く
）
も
し
く
は
大
学
院
を
卒
業
（
修
了
）
し

た
人
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
卒
業
（
修
了
）

見
込
み
の
人　

○
中
学
校
普
通
教
員
免
許

（
理
科
）
を
有
す
る
人
（
令
和
６
年
３
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

募
集
人
員　
①
１
人　
②
１
人　

募
集
期
間　
10
月
2
日
㈪
～
31
日
㈫　
17
時

15
分
（
必
着
）（
直
接
持
参
の
場
合
は
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

試
験　
○
１
次
試
験
＝
受
験
申
込
書
に
よ
る

書
類
選
考　
○
２
次
試
験
日
＝
11
月
下
旬　

○
３
次
試
験
日
＝
12
月
下
旬

採
用
予
定
日　
令
和
６
年
４
月
以
降

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
写
真
１
枚（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
）

ホームページ

ホームページ

一般の部
申込フォーム

学生の部
申込フォーム

申込フォーム試　
験
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問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

相
談10

月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

　
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
｢
き
く
み
み

山
口
」
で
は
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
・
意
見
を
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
相
談

会
も
行
っ
て
い
ま
す
（
開
催
日
は
、
広
報
い

わ
く
に
毎
月
15
日
号
に
掲
載
）。

相
談
受
付
電
話
番
号

☎（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０

問
山
口
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３（
９
2
２
）１
５
９
0
、

市
政
相
談
室
☎（
29
）５
０
１
７

一
日
合
同
相
談
所
を

　
　
　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
相
続
、
離
婚
、
賃
金
、
年
金
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
ま
す
。

日
時　
10
月
24
日
㈫　
10
時
～
15
時

講
演心

身
障
害
者（
児
）

理
解
促
進
講
演
会

●
野
田
恭
子
講
演
会
&
野
田
あ
す
か
ミ
ニ

演
奏
会
「
発
達
障
害
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
の

手
紙
」
～
ど
う
し
て
ま
わ
り
と
う
ま
く
い
か

な
い
の
か
？
～

日
時　
12
月
９
日
㈯　
13
時
～
（
開
場
＝
12

時
15
分
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

定
員　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師　

野
田
恭
子
氏(

野
田
あ
す
か
氏
の

母
）

演
奏　
野
田
あ
す
か
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み
が
で
き
な
い
人
は
、
障
害
者

支
援
課
、
総
合
支
所
、
支
所
で
入
場
整
理
券

を
配
布
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
展
示
室

参
加
機
関　
法
務
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、

年
金
事
務
所
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書

士
、
行
政
書
士
、
行
政
相
談
委
員
、
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
、
県
民
相
談
室
、
市

政
相
談
室

●
事
前
予
約
が
必
要
な
相
談

　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
10
月
５
日
㈭
～
（
平
日
10
時
～

17
時
）　

申
問
山
口
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３（
９
２
２
）１
５
９
0

中
国
５
県
縦
断

　
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

日
時　
10
月
29
日
㈰　
10
時
～
16
時

※
予
約
も
可
能

場
所　
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ

内
容　
相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
、
近
所
ト

ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
被
害
、
空
き
家
問
題
、

家
族
関
係
、
交
通
事
故
、
不
動
産
・
会
社
の

登
記
、
借
金
な
ど
、
司
法
書
士
が
相
談
を
受

け
ら
れ
る
法
律
問
題
全
般

●
無
料
電
話
相
談

日
時　
10
月
29
日
㈰　
10
時
～
16
時

☎
０
１
２
０（
５
５
８
）７
７
５

問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
事
務
局
☎
０
８
２（
２
２
１
）５
３
４
５

問
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２

イ
ベ
ン
ト

第
67
回
岩
国
市
民
文
化
祭

●
第
27
回
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展

日
時
　
10
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰　
10
時
～
17

時
（
15
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
展
示
室

内
容　
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
を
テ
ー
マ
に

手
工
芸
品
の
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
予
約
可
能

申
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
実
行
委
員
会

☎
０
９
０（
７
５
９
４
）８
９
２
７
（
正
木
）

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
29
）５
２
１
１

料金の記載がないものは原則無料です

職員採用専用
サイト

ホームページ

講
演
・
講
座

相　
談

イ
ベ
ン
ト
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広
島
広
域
都
市
圏
イ
ベ
ン
ト

●
ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　
11
月
18
日
㈯　
９
時
20
分
～
18
時

集
合
場
所　
広
島
駅
北
口
２
階
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
15
人

内
容　
み
か
ん
狩
り
（
園
内
食
べ
放
題
）、

江
田
島
荘
（
昼
食
）、
江
田
島
オ
リ
ー
ブ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、
呉
市
下し
も

蒲か
ま
が
り刈
蘭ら
ん
と
う島
散
策
（
松し
ょ
う
と
う
え
ん

濤
園
、
蘭ら
ん
と
う
か
く

島
閣
美
術
館
、

三さ
ん
の
せ
ご
ほ
ん
じ
ん

之
瀬
御
本
陣
芸
術
文
化
館
、白は
く
せ
つ
ろ
う

雪
楼
）（
江

田
島
市
、
呉
市
）

料
金　
７
千
円
（
昼
食
代
込
み
）

募
集
期
間　
10
月
15
日
㈰　
10
時
～

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

定
員　
座
席
50
人
（
先
着
順
）

※
立
見
は
自
由

内
容　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
休
憩
処
で
昭
和

歌
謡
曲
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
の
演
奏
会

出
演　
｢
メ
ロ
ー
イ
エ
ロ
ー
」
他
２
組

問
美
川
支
所
☎（
76
）0
3
2
9

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　
10
月
21
日
㈯　
９
時
30
分
～

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　
地
方
卸
売
市
場

内
容　
野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

さ
い

申
問
広
交
観
光
㈱

☎
０
８
２（
２
３
８
）４
９
３
０

岩
国
・
大
竹
地
区

　
　
　
　
障
害
者
就
職
面
接
会

対
象　
○
就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害
の
あ

る
人　
○
障
害
者
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
企

業日
時　
10
月
６
日
㈮　
13
時
～
15
時
30
分

場
所　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎（
21
）３
２
８
１

大
竹
バ
ン
ブ
ー
ラ
イ
ブ

　
　
　
つ
な
が
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
竹
駅
前
の
空
き
店
舗
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
近
隣
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
目
的
と
し
た
出
張
ラ
イ
ブ
で
す
。

日
時　
10
月
29
日
㈰　
13
時
～
15
時

場
所　
美
川
大
水
車
｢
で
か
ま
る
く
ん
」
休

憩
処

秋
の
夜
長
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

＆
プ
チ
ス
イ
ー
ツ
試
食
会

日
時　
10
月
20
日
㈮　
18
時
30
分
～
20
時

（
受
け
付
け
開
始
＝
18
時
）

交
流
会
＝
20
時
～
20
時
30
分

場
所　
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ

定
員　
20
人

内
容　
ク
ラ
ス
ビ
ズ
利
用
者
が
推
し
本
を
プ

レ
ゼ
ン
す
る｢
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」と
ス
イ
ー

ツ
試
食
会
を
行
う

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

秋
季
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大

会
＆
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時　
11
月
３
日
㈷　
受
け
付
け
９
時
～

※
小
雨
決
行

場
所　
吉
香
公
園
噴
水
広
場
と
城
山
一
帯

定
員　
１
０
０
人

ク
ラ
ス　
○
個
人
ク
ラ
ス（
男
女
別
）
＝
Ａ

（
無
制
限
）、
35
Ａ（
35
歳
以
上
）、
55
Ａ（
55

ツアーイメージ

ホームページ

ホームページ
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要日
時　
11
月
５
日
㈰

※
小
雨
決
行

場
所　
弥
栄
湖
畔

構
成　
チ
ー
ム
（
４
人
ま
で
）

料
金　
１
５
０
０
円
／
チ
ー
ム

募
集
期
間　
10
月
27
日
㈮
ま
で

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
美
和
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
96
）１
１
１
１

岩
国
少
年
少
女
合
唱
団「
ひ
ま
わ

り
」30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　　
岩
国
少
年
少
女
合
唱
団
｢
ひ
ま
わ
り
」
の

結
成
30
周
年
を
記
念
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

歳
以
上
）、
Ｂ（
経
験
中
位
）、
Ｎ（
初
心
者
）

○
グ
ル
ー
プ
ク
ラ
ス（
２
～
５
人
）
＝
小
学

生
組
、
中
学
生
組
、
家
族
組
、
一
般
組
、
シ

ル
バ
ー
組

料
金　
○
事
前
申
し
込
み　
個
人
＝
５
０
０

円
、
グ
ル
ー
プ
＝
１
０
０
円
／
人

○
当
日
申
し
込
み　
個
人
＝
７
０
０
円
、
グ

ル
ー
プ
＝
２
０
０
円
／
人

持
参
品　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
、
時
計
な
ど

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
場
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
て

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、（
一
財
）岩
国

市
体
育
協
会
へ

宛
先　
〒
７
４
１
―
０
０
７
２　
平
田
一
丁

目
40
―
１

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

あ
る
い
ち
ゃ
ろ
う

　
1
0
0
0
0
歩
ラ
リ
ー
大
会

　
美
和
サ
ン
チ
ャ
ロ
ウ
ま
つ
り
で
行
わ
れ
る

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
誰
で
も

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

日
時　
10
月
29
日
㈰　
13
時
30
分
～
（
開
場

＝
13
時
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

内
容　
合
唱
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

出
演　
岩
国
少
年
少
女
合
唱
団｢
ひ
ま
わ
り
」

お
よ
び
ゲ
ス
ト
、
指
揮
＝
岡
村
美
瑳
氏
、
伴

奏
＝
新
坂
朋
恵
氏

問
中
央
公
民
館
事
務
所
☎（
29
）５
０
６
６

献
血10

月
の
献
血

３
日
㈫　
○
ユ
ニ
オ
ン
石
油
工
業
㈱
岩
国
工

場　
15
時
～
16
時
30
分

22
日
㈰　
○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

25
日
㈬　
○
岩
国
総
合
庁
舎　
10
時
～
16
時

26
日
㈭　
○
岩
国
市
役
所　
10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時　

27
日
㈮　
○
岩
国
市
役
所　
10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時　

※
い
ず
れ
も
全
血
献
血
（
４
０
０
㎖
限
定
）

問
福
祉
政
策
課
☎（
29
）５
０
７
０

こ
ど
も
館

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　
☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く
「
お
ば
け
の
ポ
ッ
ト

ン
落
と
し
」

対
象　
２
～
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　
10
月
19
日
㈭　
11
時
20
分
～
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

内
容　
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ポ
ッ
ト
ン
落
と
し

を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

申込フォーム

献　
血

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

料金の記載がないものは原則無料です

17 2023.10.1



岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

10
月
24
日
㈫
～
28
日
㈯
（
展
示
替
え
）

横
山
二
丁
目　
☎（
41
）０
４
５
２

創
建
３
５
０
年
記
念
展
示

　　
創
建
３
５
０
年
の
節
目
と
し
て
、
前
後
期

の
２
期
に
分
け
て
記
念
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
錦
帯
橋
展（
前
期
）「
時
を
か
け
る
」

日
時　
10
月
22
日
㈰
ま
で

内
容　
古
文
書
や
写
真
な
ど
か
ら
錦
帯
橋
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
世
界
文
化
遺
産

に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介

●
錦
帯
橋
展（
後
期
）「
美
を
う
つ
す
」

日
時　
10
月
29
日
㈰
～
12
月
17
日
㈰

内
容　
錦
帯
橋
の
景
観
美
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
絵
画
や
詩
書
な
ど
の
美
術
工
芸
品
を

紹
介

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈫　
９
時
～

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

岩
国
三
丁
目　
☎（
41
）０
５
４
０

昔
の
学
校
の
授
業
を

　
　
　
　
　
体
験
し
て
み
よ
う

対
象　
小
学
５
年
生
以
上
（
大
人
可
）

日
時　
11
月
４
日
㈯　
①
10
時
～

②
14
時
～

定
員　
各
４
人
（
先
着
順
）

内
容　
昔
の
教
科
書
や
石
盤
な
ど
を
使
っ
た

国
語
・
算
数
の
授
業
の
体
験
や
懐
か
し
の
唱

歌
を
歌
う

募
集
期
間　
10
月
７
日
㈯　
９
時
～

郷
土
史
研
究
会

　
毎
月
異
な
る
講
師
が
岩
国
の
歴
史
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
紹
介
し
ま
す
。

●
旧
岩
国
藩
士
に
よ
る
国
立
銀
行
の
創
設
と

経
営
展
開

～
第
百
三
国
立
銀
行
を
例
と
し
て
～

日
時　
10
月
15
日
㈰　
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

講
師　
畠
中
茂
朗
氏（
早
鞆
高
等
学
校
教
諭
）

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈫　
９
時
～

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス
（
後
期
初
回
）

日
時　
10
月
15
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈫　
９
時
～

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　
11
月
５
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

申
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

ミ
ニ
企
画
展

　
　
「
音
楽
教
育
こ
と
は
じ
め
」

　
　
　
　
　

日
時　
10
月
1
日
㈰
～
令
和
６
年
１
月
７
日

㈰内
容　
日
本
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
歴
史
に

つ
い
て
紹
介

問
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　
☎（
31
）０
０
４
６

市
内
図
書
館
の
休
館
日

　
資
料
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お
り
図
書
館

を
休
館
し
ま
す
。

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館
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直
木
賞
作
家　
安
部
龍
太
郎
氏

講
演
会
「
家
康
の
国
造
り
」

対
象
　
中
学
生
以
上
の
人

日
時　
11
月
11
日
㈯　
13
時
30
分
～
15
時

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
・
自
由
席
）

内
容　
徳
川
家
康
や
最
新
の
著
作
に
つ
い
て

講
師　
安
部
龍
太
郎
氏

持
参
品　
一
緒
に
写
真
撮
影
を
希
望
す
る
人

は
講
師
の
著
作
と
カ
メ
ラ
な
ど

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈫
～
31
日
㈫

申
電
話
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
直

接
中
央
図
書
館
へ

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

㊡
火
曜

横
山
二
丁
目　
☎（
43
）３
５
０
５

痛
み
改
善
ヨ
ガ
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　
10
月
21
日
㈯　
13
時
～
14
時
30
分

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

周
東
図
書
館　
10
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭

中
央
図
書
館　
10
月
17
日
㈫
～
20
日
㈮

※
10
月
19
日
㈭
は
市
内
各
図
書
館
を
休
館
し

ま
す
（
岩
国
図
書
館
の
み
開
館
）

問
中
央
図
書
館

●
岩
国
市
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端

末
か
ら
電
子
書
籍
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

電
子
図
書
館
を
開
館
し
て
い
ま
す

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　
10
月
12
日
㈭　
10
時
15
分
～
10
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

問
中
央
図
書
館

●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

※
８
人
以
下
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん

内
容　
ヨ
ガ
の
動
き
を
活
用
し
た
ポ
ー
ズ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
で
肩
・
腰
な
ど
の
痛
み
を
改
善

す
る

講
師　
松
永
潤
子
氏

料
金　
千
円

持
参
品　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
な
け
れ
ば
バ
ス
タ

オ
ル
）、
運
動
の
で
き
る
服
装

募
集
期
間　
10
月
14
日
㈯
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

バ
レ
エ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　
11
月
２
日
㈭
・
16
日
㈭
・
30
日
㈭
、

12
月
14
日
㈭　
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
全

４
回
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
８
人
以
下
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん

内
容　
バ
レ
エ
と
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
融
合
さ
せ

た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
体
幹
を
鍛
え
る

講
師　
神
明
春
菜
氏

料
金　
四
千
円
（
全
4
回
分
・
前
納
）

※
１
回
1
2
0
0
円
で
の
受
講
も
可
能

持
参
品　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
な
け
れ
ば
バ
ス
タ

オ
ル
）、
靴
下
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み

物募
集
期
間　
10
月
25
日
㈬
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　
Ａ
Ｂ
Ｃ

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

元
町
一
丁
目　
☎（
28
）５
３
１
３

国
際
交
流
カ
フ
ェ

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　
10
月
28
日
㈯　
10
時
～
2
時
間
程
度

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

内
容　
基
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
外
国
人
と
交

流
す
る

募
集
期
間　
10
月
１
日
㈰　
12
時
～

申
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ホームページ

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　
Ａ
Ｂ
Ｃ

岩国市電子図書館

申込フォーム

料金の記載がないものは原則無料です
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科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　
☎（
22
）０
１
２
２

特
別
科
学
教
室

●
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室　
w
i
t
h　
岩

国
工
業
高
等
学
校

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
小
学
１
年
～
３
年

生日
時　
10
月
21
日
㈯　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
岩
国
工
業
高
等
学
校

定
員
　
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　
岩
国
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
作
っ

た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
使
っ
て
、
仕
組
み
を

学
び
な
が
ら
遊
ぶ

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈫　
９
時
～
６
日
㈮

17
時

※
観
測
不
能
の
場
合
は
中
止

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

内
容　
岩
国
天
体
同
好
会
に
よ
る
星
空
の
話
、

星
空
観
測

料
金　
一
般
＝
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
＝

３
０
０
円

持
参
品　
防
寒
着

募
集
期
間　
10
月
10
日
㈫
～

申
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
10
月
17
日
㈫
、
26
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　
☎（
29
）１
６
０
０

秋
の
映
画
上
映
会「
い
っ
ち
ょ
ら
い
」

　
岩
国
市
出
身
の
俳
優
・
松
林
慎
司
氏
の
長

編
初
主
演
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
11
月
11
日
㈯　
①
10
時
30
分
～
12
時

20
分
（
開
場
＝
10
時
）　

②
14
時
～
15
時
50

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

申
科
学
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　
☎（
84
）１
４
０
０

星
空
観
測
会

　
　
　
　

  
in 
Ａ
u
t
u
m
n

　
街
の
明
か
り
が
影
響
し
な
い
ア
ン
フ
ィ
シ

ア
タ
ー
で
木
星
や
土
星
を
中
心
に
秋
の
星
空

観
測
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
4
日
㈯　
18
時
30
分
～
（
開
場

＝
18
時
）

分
（
開
場
＝
13
時
30
分
）

場
所　
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金【
全
席
自
由
】　
千
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　
☎（
32
）７
４
１
１

後
期
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　
11
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・
16
日
㈭　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

定
員　
30
人

料
金　
千
円（
当
日
持
参
）

募
集
期
間　
10
月
12
日
㈭
～
26
日
㈭

申
問
電
話
で
（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎（
32
）７
３
７
２

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
岩
国
市
が
主
催
・

共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
月
ご
と
に
ま
と

め
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

ホームページ

科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
運
動
公
園

ホバークラフト

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

20広報いわくに



岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市長夢日記

 福田 良彦
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　　写真サイズ
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に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

　

先
月
、「
元
気
創
出
！
ど
こ
で
も
ト
ー

ク
in
柱
島
」
に
参
加
す
る
た
め
、
村
岡
知

事
と
共
に
柱
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
知
事
が
、
地
域
に
出
向

き
、
直
接
、
現
場
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

う
も
の
で
、
今
回
は
、
柱
島
の
島
内
視
察

や
黒
島
、
端
島
を
含
む
、
柱
島
群
島
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
柱
島
群
島
の
皆
様
は
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
著
し
く
進
む
中
で
も
、
元
気
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
島
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
現
状
も
あ
り

ま
す
。

　
今
回
、
知
事
を
は
じ
め
、
市
・
県
議
会

議
員
の
皆
様
と
一
緒
に
、
現
場
の
視
察
を

行
い
、
島
民
の
皆
様
と
、
そ
の
実
情
に
つ

い
て
、
率
直
に
意
見
交
換
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
市
と
県
が
思
い
を
ひ
と
つ
に
、
連

携
し
た
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
も
、
非
常

に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
島
民
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、
離
島
航
路
の
維
持
は
も
と
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
や
離
島
水
産
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
、
引
き
続
き
、
柱

島
群
島
の
皆
様
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本

製
紙

㈱
岩

国
工

場
で

生
産

さ
れ

た
紙

を
使

用

ＬＩＮＥで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

【今月の一枚】

撮 影 者：Ronty Pe さん
撮 影 日：8月16日
撮影場所：吉香公園

「噴水と女の子」
インスタグラムからの投稿

柱島群島の皆様と
意見交換する様子
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